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さしあたり、 私 は 自分 を ウィリアム. ウィルス ンと 

いう 名に してお くこと にしよう。 わざわざ 本名 をし る 

して、 いま 自分の 前に あるきれ いなべ ー ジを よごす ほ 

どの こと はない。 その 私の 名前 は、 すでに あまりに わ 

ぶべつ けんお 

が 家門 の 侮蔑 の —— 恐怖の —— 嫌悪 の 対象で ありすぎ 

ている。 怒った 風 は、 その 類いな き 汚名 を、 地球の は 

てまで も 吹き 伝えて いるで はない か？ おお、 恥 しら 

ならずもの 

ずな 無頼漢の なかの 無頼漢！ —— 現世にたい してお 

前 はもう 永久に 死んで いるので はない か？ その 名誉 

さんぜん 

にたいして、 その 栄華に たいして、 その 燦然た る 大望 

あんたん 

にたいして？ そして、 濃、 ぺ 暗澹と した 果てし 



のない 雲が、 とこしえに お前の 希望と 天国との あいだ 

にか かってい るので はない か？ 

私 はい まこ こで、 たとい それが できた にしても、 自 

分の 近年の なんとも 言いよう のない 不幸と、 許しが た 

い 罪悪との 記録 を 書きし るそうと はしまい。 この 時期 

—— ^ J の 近年 —— に 背徳 行為が 急に ひどくな つたので 

あって、 その そもそもの きっかけ だけ を 語る のが、 私 

のさし あたっての 目的な ので ある。 人間と いう もの は 

普通 は 一 歩 一 歩と 堕落して ゆく もの だ。 ところが、 私 

の 場合で は、 あらゆる 徳が 一時に マントの ように そつ 

くり 落ちて しまった。 わりあいに 小さな 悪事から、 私 



は大 またぎに エラ ガバ ルス (2) だって やれない よう 

な 大悪 無道 へ 跳び こんだ。 どうした めぐり 合せ で —— - 

どんな 一 つの 出来事から こんな 悪い ことにな つたの か、 

私が 語る あいだ、 しばらく 耳を貸して いただきたい。 

死 は 近づく。 それ を 前 ぶれす る 影 は、 私の 心 を やわら 

げる。 ほの 暗い 谷 (3) を 歩みながら、 私 は 世の 人々 

あわ 

の 同情 を —— むしろ 憐れみ をと 言いたい ので あるが I 

I 切望して いる。 自分が いくらか は 人間の 力で はどう 

にもで きない 境遇の 奴隸 であった という こと を、 私 は 

世の 人々 に 信じても らいたい の だ。 これから 語ろうと 

する 詳しい話 のなかで、 私の ために、 広漠と した 罪過 



両親 は、 気が 弱く、 私自身と 同じような 生れつきの 虚 

弱に 悩まされて いたので、 私の 特徴と なった その 悪い 

性癖 をと める こと はとても できなかった。 幾た びかの 

弱い、 方針 を 誤った 努力 は、 親た ちの ほうの 完全な 失 

敗に、 そしてむ ろん 私の ほうの 完全な 勝利に、 終った 

の だ。 そのと きから 私の 言葉 は 一 家の 法律と なった。 

てびき ひも 

そして、 普通の 子供なら まだ 手引 紐 (4) さえ 放せな 

いような 年 ごろから、 私 は 自分の 思う ままに させられ 

名 だけ は 別と して、 自分の 行為の 主人公と なった ので 

あった。 

学校生活に ついての 私の いちばん 古い 思い出 は、 霧 



尊い 人が、 —— この 人が、 つい さっきまで、 苦虫 を か 

かぎたば ► ■> 

みつぶ したよう な 顔つきで、 嗅 煙草で よごれた 着物 を 

き ベら しゅんげん 

着て、 木篦 (5) を 手に しながら 学校の 峻厳な 法則 を 

執行して いた 人な のであろう か？ おお、 あまりに 奇 

怪で どうしても わからない 大きな 不思議！ 

その 重々 しい 塀の 一 つの 角に、 もっと 重々 しい 一 つ 

ねじくぎ 

の 門が 厳然として 立って いた。 それ は 鉄の 螺釘を 方々 

しのびが え 

に 打ちつ けて、 上に は ぎざぎざの 鉄の 忍 返 し を 打 つ 

てあつた。 なんという 深い i: 怖の 感じ を、 それ は 起さ 

せた ことであろう！ 

その 門 は、 さきに 述べた あの 三回の 定期の 出入りの 



とびら ドミ イネ 

造りで、 がっしりした 扉が ついていて、 「先生」 の留 

守 中に その 扉 を あけよう ものなら、 私たち はまった く 

い つ そ あの J-eine forte et dure (強い 厳しい 刑罰 (6)) 

で 死んだ ほうが まし だと 思う くらいの 目にあう の だ つ 

た。 他の 角に も 似た ような 仕切りが 二つ あり、 実際、 

前のより はずつ と 尊敬され てはいなかった が、 それで 

もや はり 非常に 畏怖の 念 を 起させる ものだった。 一 つ 

は 「古典」 の 助 教師の 講壇で、 もう 一 つ は 「英語お よ 

び 数学」 の 助 教師ので あった。 室内の あちこちに、 際 

限の ない 不規則 さで ごちゃごちゃに 入り 交って、 無数 

の 腰掛けと 机と があった。 どれ も 黒くて、 古風で、 古 



られ ていた 心の 妖術に よって、 あまたの 感覚、 かずか 

ずの 豊富な 出来事、 さまざまな 悲喜 哀楽の 感情、 もつ 

と も 熱情 的な 感動 的な 興奮な ど を 味わわせ て くれたの 

た *〇h, le t>on temps, que ce si§cle de fer!" I- あお 

そう ま い 

この 草昧の 時代の、 楽し かりし ころよ！) 

実際、 私の 熱情 的な、 熱狂 的な また 横柄な 気性 は、 

間もなく 自分 を 学友 たちのな かでの きわだった 人物に 

させ、 また 少しずつ、 しかし 自然な 順序 を 踏んで、 自 

ふ る 

分より はさ ほど 年が 上で はない 者 全部に 権力 を 揮うよ 

うに させて しまった。 ただし、 それに はたった 一 

人 だけ 例外が あった。 この 例外と いうの は、 なんの 縁 



も —— 運動場の 競技 や 喧嘩で も 私と 競争し、 —— 私の 

断 一一 一一 n を 盲目的に 信ず る こと や、 私の 意志に 服従す る こ 

と を 拒み、 —— 私の 専断 的な 命令に なんで あろうと 事 

ごとに 干渉 したので あった。 もし この 世に 最高 無条件 

の 専制政治 というものがあるなら、 それ は 一 人の ぬき 

ん でた 子供が、 その 仲間た ちの 気の 弱い 心にたい して 

揮う 専制政治 である。 

ウィルス ンの 反抗 は、 私に はこの 上ない 当惑の 種で 

あった。 —— 人 前で は 彼 や 彼の 言 い 草 を 空威張り であ 

しらうよ うにと くに 気をつかった ものの、 内心で は 彼 

を 恐れて いた。 また、 彼が 私に たやすく 対等に 振舞つ 



の ものだった。 また、 私 を 駆りた てて 卓越 させようと 

する 野心 も、 熱情 的な 心の 力 も、 彼 は 持って いないよ 

うだった。 彼の 敵対 は、 ただ 私自身 を 邪魔したり、 驚 

かせたり、 あるいは 口惜し がらせたり しょうと する 気 

まぐれな 欲望 だけから やって いるら しいと 考えられた _ 

もっとも、 ときには、 彼の 無礼 や、 侮辱 や、 反抗の な 

しゃく 

かに、 あるひ どく 不似合いな、 たしかに ひどく 癩 にさ 

わる 親切ぶ かい 態度 を まじえる の を、 私 は 不審と 屈辱 

と、 立腹との 気持 を もって 認めざる をえない ことが 

あった。 この 奇妙な 挙動 は、 人 を 保護したり、 かばつ 

たりす るよう な 卑しい 態度 をと りたがる、 完全な 虚栄 



ちがいない。 なぜなら、 ブラン スビィ 博士の 学校 を 

去った のち、 私 は 自分の 同名 者が 一 八 一 三年の 一 月 十 

九日に 生れた ので ある こと を 偶然に 知った の だ。 —— 

そして これ はちよ つと 珍しい 暗合であった。 というの 

は、 その 日 はま さしく 私自身の 誕生日な ので あるから 

(7)。 

妙に 思われる かもしれ ない が、 ウィルス ンが 我慢な 

ら ない 反抗 精神で 敵対して 私 を 絶え間な しに 不安に さ 

せて いた にもかかわらず、 私 はどうしても まったく 彼 

を 憎む という 気に はなれない のであった。 たしかに 二 

人 は ほとんど 毎日の ように 暄嘩 をした が、 その 喧嘩で 



混合物だった。 憎悪と いう ほどで はない 短気な 

怨恨 も あり、 尊敬の 念 も いくらか あるし、 尊重の 気持 

はもつ と 多く あり、 恐れの 心 はよ ほど あり、 不安な 好 

奇心は うんと たくさんあった。 倫理 家に は、 ウィルス 

ンと 私自身と がまった く 切っても 切れない 仲間で あつ 

たという こと は、 つけ 加えて 言う 必要 もないで あろう- 

疑い もな く、 二人の あいだにある その 変則 的な 関係 

が、 私の ウィルス ン にたいする すべての 攻撃 (それ は 

公然と やる の も、 こ つ そリ とやる の もどち らもた くさ 

まじめ 

ん あつたが) を、 真面目な きっぱりした 敵対で やる よ 

り も、 からかい か 悪戯 (ただ ふざけて いるよう に 見せ 



かけながら 苦しめる ので ある) の 方面に 向けさせ たの 

にちがいない。 しかし この ことにつ いての 私の 努力 は、 

も つ ともう まく 自分の 計画 を 仕組んだ ときで さえ も、 

決してみ な 成功 するとい うわけ に は ゆかなかった。 な 

ぜ かとい うと、 鋭い 冗談 を やりながら も、 ただ 一 つの 

弱み も 持たず、 また 人から 笑われる こと を 絶対に 許さ 

ない、 あのた かぶらない 静かな 厳格 さとい う もの を、 

私の 同名 者 は その 性格に たくさん 持って いたから であ 

る。 実際、 私 はたった 一 つし か弱 点 を 見出す ことが で 

きなかった。 それ は、 たぶん 生れつきの 病気から くる 

身体の 特殊性に ある もので、 私 ほど 知恵が 尽きて 他に 



どうに もしょうが なくなった 者で なければ、 どんな 敵 

手で も 見の がした ものであろう。 —— 私の 競争者 は 

咽喉の 器官に 悪い ところがあって、 そのために どんな 

ときで も) J く 低 い ささやき 以上に 声 を 高める- J とがで 

きなかった の だ。 この 欠点に 私 はす かさず 自分の 力の 

及ぶ かぎり、 大した ことで もない のにつ けこんだ ので 

あった。 

ウィルス ンの 返報 は 種類が さまざまであった。 そし 

て そのな かで 私 を ひどく 苦しめた 悪戯が 一 つあった。 

そんな 下らない ことが 私 を 困らせる という こと を、 ど 

ん なに 利口な 彼で もどう して 最初に とにかく 見つけた 



た、 上級生の 間に 流れて いた、 あの 二人が 血族関係 だ 

うわさ 

とかいう 噂に 悩まされた。 とにかく、 二人の あいだ 

に 心で も、 体で も、 あるいは 身分で もの 類似が あると 

いう こと をち よつ とで も 言われる ことほ ど、 私 を ひど 

く 苦しませる ことはなかった の だ (もっとも 私 はそう 

いう 苦痛 を ひた 隠しに 隠して はいたが)。 しかし、 (血 

族 関係と いう 事 がらと、 ウィルス ン 自身の 場合と をの 

ぞ けば) この類 似が 学友た ちの 話題に なったり、 ある 

いは 気づかれたり さえした ことが 一度で もあった、 と 

信ずべき 理由 はなに 一 つなかった。 彼が そのこと に、 

そのす ベての 方面に おいて、 また 私と 同じく らい はつ 



ろん 出そうと はしなかった が、 調子 は —— そっくり 

だった。 そして 彼の 奇妙な ささやき は —— 私の 声の 反 

響 そのまま にな つ てきた。 

この 実に 精緻な 肖像画 (というの は、 それ はどう も 

カリ カチ ュ ァ 

戯 画と 名 づける わけに はいかなかった の だから) が 

どんなに ひどく 自分 を 悩ませ たかは、 いまこ こで 書き 

しるそうと はしまい。 たった 一 つ だけ 気休めが あった 

が、 —— それ は、 私 一人し かその 模倣に 気がつかない 

らしい という こと だ。 だから、 私 は 自分の 同名 者 自身 

の 妙に 皮肉な、 わざと やって みせる 微笑 さえ 我慢 すれ 

ばいい のであった。 彼 は、 自分の 企てた とおりの 効果 



いは、 それよりも、 模倣者の 巧妙な 態度のお かげで、 

私 は 助かった のか もしれ ない。 彼 は、 文字 (真似られ 

た 筆跡な ど は、 どんな 愚鈍な 者で もみな わかる ので あ 

る) など は 軽蔑して、 私 一人に だけよ くわから せロ惜 

しがら せる ために、 彼の 独創的な 全 精神 を 傾けた の 

だった。 

彼が 私 を かばうよ うないまい まし い 態度 をと つたり、 

私の 意志に 幾度 もお せっかいな 干渉 をしたり した こと 

は、 すでにく リ かえして 言った とおりで ある。 この 干 

渉 はとき どき 不愉快な 忠告の 性質 を 持つ ことがあった。 

公然とす る 忠告ではなくて、 それとなく 言うよう な、 



し、 この 妄想 は 浮ぶ とすぐ さっさと 消え去った。 そし 

て 私 は、 ただ 自分が その 不思議な 同名 者 とそ こで 最後 

の 会話 をした 日の こと を 言う だけの ために、 この こと 

を 述べる ので ある。 

数え きれない ほどの 区画の ある その 大きい 古い 家に 

は、 互いに 通じてい る 大きな 部屋が いくつかあって、 

そこに 学生の 大部分が 寝て いたのだった。 しかし、 (そ 

のように 不器用に 設計され た 建物に はどうしても 当然 

ある こと だが、) 建物の 余った ところ や 端つ この、 小さ 

すみ へ こ 

な 隅 あるいは 凹んだ ところが、 たくさんあって、 それ 

もまた、 ブラン スビィ 博士の 経済的 工夫 力に よって、 



かに ひきのけ たと き、 明るい 光線が 眠って いる 者の 上 

へ きっぱりと 落ち、 私の 眼 は 同時に 彼の 顔の 上へ 落ち 

た。 私 は 眺めた。 —— と、 たちまち、 しびれる ような、 

氷の ように 冷たい 感じが 体 じゅうにしみ わたった。 胸 

ひざ 

はむかつ き、 膝 は よろめき、 全心 は 対象の ない、 しか 

し 堪えが たい 恐怖に 襲われた。 息をしよ うとして 喘ぎ 

ながら、 私 は ランプ を 下げても つと その 顔の 近くへ よ 

せて みた。 これが —— これが ウィリアム. ウィルス ン 

の 顔な のであろう か？ 私 は それが 彼の だとい うこと 

を ちゃんと 知っていた。 が、 そうで はない ような 気が 

して、 瘧の 発作に でも かかった かの ように ぶるぶる 



震えた。 その 顔の なにが 自分 を そんなぐ あいに どぎ ま 

ぎ させた のであろう か？ 私 は じっと見 つめた。 —— - 

すると、 さまざまな 筋道の 立たぬ 考えが 湧き上が つ て 

頭が ぐらぐら とした。 彼が 目が 覚めて いて 活潑 でい る 

とき は、 彼 はこん な ふうに は 見えなかった、 たし 

かに こんな ふうに は 見えなかった。 同じ 名前！ 同じ 

体つ き！ この 学校への 同じ 日の 到着！ それから ま 

た、 私の 歩きぶ り や、 声 や、 服装 や、 態度な どにたい 

する 彼の 執念ぶ かい 無意味な 模倣！ 自分の いま 目に 

している ところの ものが、 そういう 皮肉な 模倣 を 不断 

にやり つけて いる ことの 単に 結果な の だとい うこと が、 



では あのと きの 自分の 感覚が 確かだった かどう かと 疑 

う 余裕 さえで きた。 そしてた まにあの 事 がら を 思い出 

す ときには、 ただ、 人間と いう もの はなん と 物事 を 軽々 

しく 信ずる もの かと 驚き、 自分が 遺伝 的に 持って いる 

まつ, りつ まま-! 

潑剌 たる 想像の 力に 微笑んだ のだった。 また この種の 

懐疑 は、 自分が ィ ー トンで 送った 生活の 性質の ために 

減りそう にもなかった。 私が そこで すぐさま 向う 見ず 

うず 

に 跳び こんでいった 無分別な 愚行の 渦 は、 自分の 過去 

の 月日の 泡 だけ を 除いてす ベて を 洗い 去り、 堅実な、 

または 真面目な 印象 は 一 つ 残らず さっさと のみこみ、 

しょうが い 

以前の 生涯 の 全く 浮薄な もの だけし か 記憶に 残さな 



かった の だ。 

しかし、 私 は、 この \ -1 トンでの 自分の あさましい 

乱行 —— 学校の 目 を 巧みに のがれながら、 学校の 規則 

など ものと もしな か つ た 乱行 —— をい ちいち たど つ て 

書こうと は 思わぬ。 愚行の 三 力 年 は、 ただ 私に 悪徳の 

根ぶ かい 習慣 をつ け、 また ちょっと 普通 以上に 私の 背 

丈 を 伸ばした だけで、 なんの 得る ところ もな く 過ぎ 

ほうとう 

去った。 が、 そのころ、 一週間 もめち やくち やな 放蕩 

をした のち、 私 はもつ とも 放縦な 学生の 数人 を 自分の 

部屋での 秘密な 酒宴に 招待した のであった。 私たち は 

夜が よほど 更けてから 集まった。 自分た ちの 乱行 を ま 



誰か 急用の あるら しい 人が、 玄関のと ころで 私に 会つ 

て 話したい と 言って いる、 と 告げた。 

ひどく 酒に 酔つ ばらって いたので、 この 思いがけな 

い 邪魔が 入った こと は、 私 を 驚かせる よりもむ しろ 喜 

ばせ た。 すぐさま 私 は 前へ よろめいて ゆき、 五、 六 歩 

歩く とその 建物の 玄関へ 出た (8)。 その 低い 小さな 

へや 

室に は ランプ は 一 つも かかって いないので、 そのと き 

は、 一 つの 半円形の 窓から 射し こんで くる ごく かすか 

な 暁の 光の ほかに は、 光 はぜん ぜん 入って いなかった。 

しき い 

その 室の 閾を またいだ とき、 私 は 自分と 同じく らい 

の 背の 高さで、 自分が そのと き 着て いた ものの ように 



最新 流行 型に 仕立てた 白い カシミヤの モ— ニン グ • フ 

ロック を 着た、 一人の 青年の 姿に 気がついた。 それ だ 

けの こと は、 その かすかな 光で 認められた。 が、 彼の 

顔の 目鼻 だち は 見分ける ことができなかった。 私が 

入って ゆく と、 その 男 は 急いで 私の 方へ ずかずかと 歩 

みよって、 怒りつ ぼい じれった そうな 身ぶ りで 私の 腕 

をつ かみながら、 私の 耳 もとで 「ウィリアム. ウィル 

ス ン！」 とさ さやいた。 

私 はたち まち、 すっかり 酔いが さめて しまった。 

その 見知らぬ 男の 態度に は、 また 光と 私の 眼との あ 

いだに 揚げた 彼の 指の ぶるぶる 震えて いた ことに は、 



かった ことの 唯一 ので はなく とも 主要な 理由と なった 

のだった。 実際、 私の 放縦な 仲間 たちのな かで、 あの 

快活な、 率直な、 寛大な ウィリアム • ウィルス ン —— 

オック スフ ォ ー ド でもい ちばん 高潔で いちばん 気前の 

ほ * つし 

い い あの 自費 生 —— 彼の 乱行 は 青年の 放肆な 空想の さ 

せる 乱行に すぎ ず —— 彼 の 過失 はまね のでき ぬ 気 まぐ 

むとんじゃく 

れ に すぎず —— 彼 のい ちばん 暗い 悪徳 も 無頓着な 血気 

に まかせて する 放蕩に すぎな い (と 彼の 取 巻き 連 の 言 

う) あの ウィリアム • ウィルス ン がそう いうよう 

な こと をしょう と 疑うよ り は、 むしろ 自分の 気が 確か 

かどう か を 問題に しょうと しな い 者が いたろう か？ 



もう はや 一 一年 も そんな ふうに して 私 は い つも 首尾よ 

くやって きたが、 そのころ、 その 大学へ、 グ レン ディ 

なリ きん うわさ 

二 ングと いう 若い 成金の 貴族 —— 人の 噂 によるとへ 

ロォ デス . アッティクス (9) のよう な 金 持で —— ま 

た 彼の 富 は そのよう にた やすく 手に入れ たもの だそう 

であった —— が、 入って きた。 私に はすぐ この 男の 低 

ふる 

能な ことが わかった ので、 もちろん、 自分の 手練 を 揮 

うに 持って来いの 相手と して 目 をつ けた。 私 はたびた 

び 彼と 賭博 を やり、 賭博 者の いつも やる 策略で、 自分 

の 罠に いっそう うまく 陥らせる ために、 彼に かなりの 

額 を 勝た せる ように 仕向けた。 とうとう、 もう 自分の 



計略が 熟して きたので 私 は 彼と 仲間の 自費 生 (プレス 

トン 君) の 部屋で (これ を 最後の 終決 的な 会合に して 

やろうと 堅く 思いながら) 会った。 プレストン 君と い 

うの は 二人とも 同じく 懇意な ので あるが、 彼のた めに 

たくらみ 

言って おけば、 彼 は 私の 企図 はほんの ちょっとば かリ 

も 疑って いはしなかった ので ある。 この 会合に さらに 

あ-や 

もっともらしい 文 をつ ける ために、 私 は 八 人 か 十 人ば 

かるた 

かりの 連中が 集まる ように 仕組み、 それから 骨牌が い 

かに も 偶然に 持ち出され たように 見え、 しかも 私の 目 

あほう 

をつ けて いる その 阿呆 自身が 言い出して 始まる ように 

よほど 気をつけて やった のだった。 この 陋劣な 題目に 



ついて 簡単に 言って しまえば、 どうして まだ 一 人で も 

それに ひっかかる ほどの 愚かな 者が いるの かとい うこ 

とが ま つ たく 不思議な くらいそう いうよう な 場合に は 

いつも 決って 用いられる、 あの 卑劣な 術策 は 一 つ 残ら 

ず 使った のだった。 

私たち は 勝負 をず つと 夜まで つづけ、 私 はとうとう 

グ レン デ イニング を 自分の ただ 一 人の 相手に する 運び 

をつ けて しまった。 競技 は、 そのうえ、 私の 得意の ェ 

カルテ (^) だった。 一座の 他の 連中 は、 私たちの 勝 

負の 大きい のに 興味 を 持ち、 自分た ちの 札 を 投げ出し 

てし まって、 二人の まわりに 立って 見物した。 宵のう 



諸君に お授けし ましょう。 どうか、 その 男の 左の 袖の 

カフスの 内側と、 縫 取りした モ ー ニン グ. ラッパ ー の 

広い ほうの ポケット のなかに ある はずの いくつかの 小 

さな 包みと を、 ごゆつ くりお 調べく ださい」 

彼が しゃべつ ている あいだ は、 床の 上へ 針が 一本 落 

ちても 聞え そうな ほど、 ひっそりと 鎮まり かえってい 

た。 言いお わると、 彼 はすぐ に、 また 入って 来たと き 

のように 突如と して、 行って しまった。 そのと きの 自 

分の 感じ を 私 は 書く ことができ るだろう か —— 書かね 

ばなら ぬだろう か？ 私 は 地獄に 落ちた 者の あらゆる 

恐怖 を 感じた などと 言わねば ならないだろう か？ た 



しかに 私に は 考えて いる 暇 は ほとんどなかった。 たく 

さんの 手が すぐに 私 を 乱暴に ひっつかみ、 明り はまた 

すぐに 持って来られた。 つづいて 捜索が 行われた。 私 

の 袖の 裏から、 ェ カルテに もっとも 肝心な あらゆる 絵 

札が 発見され、 ラッパ— の ポケットから は、 たくさん 

の 骨牌 札が 発見され た。 これ は 私たちの 勝負に 使った 

札と そっくりの もので、 ただ 一 つ 違って いるの は、 私 

の は その 道の 言葉で 言えば ァ ロン デ (U) という 種類 

の ものだった。 すなわち、 最高 札 は 上下の 縁が 少しば 

かり 凸形 になって いるし、 並の 札は両 横の 縁が 少しば 

かり 凸形 になって いるので ある。 こんなぐ あいに なつ 



「ウィルス ン君、 これ は 君の 物 だよ」 (寒い 時候だった 

ので、 私 は 自分の 室 を 出る ときに、 ドレッシング • ラッ 

パ— の 上へ 外套 を ひっかけ てきて、 その 骨牌 を やる 部 

屋へ 入る と 脱いで おいた のだった) 「この 上のお 手 並 

の 証拠 を 拝見す るた めに、 ここ を」 (と 外套の 襞のと こ 

ろ を 苦々 しい 微笑 を 浮べて 眺めながら) 「捜す の は 余 

計な こと だろうと 思う。 実際、 あれ だけで もう 十分 だ。 

君 は オック スフ ォ ー ドを 立ち去らねば ならない こと は 

わかって いるだろう な。 —— ともかく、 僕の 部屋から 

はすぐ さまね」 

私 は そのと きすつ かリ 面目 を 失い、 ひどく 屈辱 を感 



たもの を 私に 渡して くれたと き、 私 は、 私自身の が は 

や 自分の 腕に かかって いて (たしかに 自分で うっかり 

腕へ かけて おいた の だ)、 自分に さしつけられ たの は、 

どこから どこまで、 実に もっとも 細かな 点に 至る まで 

も、 それに そつく リ 似せた 物に ほかならぬ という こと 

に 気が ついて、 ほとんど 恐怖に 近いく らいの 驚き を感 

じたので あった。 あんなに 私の 秘密 を すっぱ 抜いて ひ 

どい 目にあわせた あの 不思議な 人物 は、 私の 記憶して 

いる ところでは 外套に くるまつ ていた。 そして 私たち 

の 一座の 者 は、 私 をの ぞいて は、 誰 ひとり 外套 を 着て 

いなかつ たの だ。 多少の 落着き は 保って いたので、 私 



は プレストンが 差 出して くれたの を 取り、 誰の 目に も 

つかずに それ を 自分の 外套の 上に かけ、 にらみ 返す よ 

うな 強い 顰め面 をしながら その 部屋 を 出た。 そして、 

翌朝 まだ 夜の 明けない うちに、 まったく 苦しい ばかり 

の 恐怖と 屈辱と を 感じながら、 オック スフ ォ— ド から 

大陸へ あたふたと 旅立った ので ある。 

私 はむな しく 逃げ まわった。 私の 邪悪な 運命 はまる 

で 喜び勇んで のように 私 を 追い かけて 来て、 その 運命 

の 不思議な 支配が まだ 始まった ばか リ だとい うこと を 

示した。 私 は パリへ 足 を 踏み入れる や！ I や、 この ウイ 

ルス ンが 私の ことに 憎むべき 関心 を 持つ ている ことの 



新たな 証拠 を 見た。 幾年 も 過ぎ去つ たが、 その あいだ 

私 は 少しも 心の 安 まること はなかった。 悪党！ —— - 

口 ー マで は、 どんなに 折 悪しく、 しかも どんなに 妖怪 

のよう なおせつ かい を もって、 私の 野心の 邪魔 をした 

ことか！ ウイ— ン でも ベルリン でも また モ 

スコ— でも！ まことに、 心の なかで 彼 を 呪うべき 苦 

い 理由 を 持たなかった 所が いずこに あつたか？ 不可 

ぽ うぎ やく きょ う き よ う 

解な 彼の 暴虐 から、 私 はとうとう 戦々 兢 々 として 

えきびょう 

疫病から 逃げる ように 逃げた。 そして 地球の はて ま 

でも 私 はむな しく 逃げ まわ つ た。 

再三再四、 私 は そっと わが 心に 問うた、 「彼 は 何者で 



しつよう 

権利 を あんなに 執拗に、 あんなに 無礼に 否定され たこ 

とにたい する なんという 貧弱な 損害賠償であろう！ 

私 はまた、 自分の 迫害者が、 非常に 長い あいだ (そ 

の あいだず つと、 私と 同じ 服装 を するとい う 彼の 酔狂 

を、 注意ぶ かく、 しかも 驚嘆すべき 巧妙 さ を もって、 

つづけて いながら)、 私の 意志に いろい ろな 干渉 をす 

る 際に、 彼の 目鼻 だち を どんなと きで も 私に 見せない 

ようにし ていた、 という ことに も 気がつかずに はいら 

れ なかった。 ウィルス ンが たとい 何者であろう とも、 

少なく ともこの こと は、 実に 銜 いの、 あるいは 愚の 最 

たる ものにすぎ なかった。 ィ— トンでの 私の 訓戒 者 I 



I オック スフ ォ— ド での 私の 名誉の 破壊者 —— 口 ー マ 

での 私の 野心 や、 パリでの 私の 復謦 や、 ナポリでの 私 

どんよく 

の 熱烈な 恋 や、 さて は エジプトでの 私の 貪欲と 彼が 

誤って 名 づけた ものな ど を、 妨害した 男 —— この 私の 

悪魔で あり 悪の 本尊で ある 男が、 私の 学童 時代の あの 

ウィリアム • ウィルス ン —— ブラン スビィ 博士の 学校 

での あの 同名 者、 学友、 競争者 —— あの 憎み 恐れた 競 

争 者で ある こと を、 私が 認められない、 などと 彼 は 一 

瞬間で も 想像す る ことができた ろうか？ そんな こと 

はありえない！ —— だが、 私 はこの 劇の 最後の 重要 

な 場面 へ 急ぐ ことにしよう。 



に 出席した。 私 は その 日い つもよりも もっと ひどく 酒 

を 過して いた。 そしてい ま、 こみ 合った 室内の 息づま 

るよう な 空気 は、 私 を 我慢ので きない ほど いらいら さ 

せた。 それに、 ごった返 している 人込みの あいだ を 押 

し 分けて ゆく 厄介 さも、 気持 を いらだた せる のに かな 

リ油を 注いだ。 というの は、 私 は、 かの 年 をと つて 

もうろく 

耄碌して いる ディ • ブ ロリオの、 若い、 浮気な、 美し 

い 細君 をし きりに 捜して (どんな 卑しい 動機で という 

こと は 言わない ことにす るが) いたの だから。 彼女 は、 

ひどく 不真面目な 大胆 さで、 自分の 着ける 仮装 衣装の 

秘密 を 前もって 私に 知らせて くれてい たの だ。 そして 



かった！ 

それ は ウィルス ン であった。 けれども 彼 はもう ささ 

やきで しゃべり はしなかった。 そして 私 は、 彼が 次の 

ように 言つ ている あいだ、 自分が しゃべ つ ている の だ 

と 思う ことができた くらいであった。 I 

「お前 は 勝った の だ。 己 は 降参す る。 だが、 これから 

さき は、 お前 も 死んだ の だ、 この 世にたい して、 

天国に たいして、 また 希望に たいして 死ん だんだ ぞ！ 

己の なかに お前 は 生きて いたの だ。 —— そして、 己の 

死で、 お前が どんなに まったく 自分 を 殺して しまった 

かとい うこと を、 お前 自身の ものである この 姿で よく 



見ろ」 

(1) William ctsmtlerlayne 二丄 /一 力 I 七 力) 

—— イギリスの 詩人、 劇作家。 

(2) Elah-Gabalus (二 〇 五-ニニ 二) —— 本名 

Avitus Bassianus. 口 — マの 皇帝。 

ほうら つ 

その 放埒な 乱行 を もって 知られて いる。 

(3) the dim valley —— 旧約聖書 詩篇 第一 一十三 

篇第四 節に 出て いる 「死の かげの 谷」 のこ 

と。 



( 4 ) leading-strings —— 歩き 初め の 子供に つ か 

ひも 

まらせ て 歩き 慣らせる 紐。 

(5) ferule —— 学校で、 懲罰と して 児童 を、 と 

てのひら 

くに その 掌 を、 打った めにつ くられた 木 

の篦。 

(6) 「強い 厳しい 刑罰」 という 意味の フランス語 

であるが、 昔、 普通の 審問に 答弁し ない 罪 

人に 科した ものであって、 罪人 を 俯伏せに 

臥させて その上に 重い もの を 載せ、 白状し 

なければ 死ぬ までそう してお いたと いう 残 

酷な 刑罰で ある。 



(7) ポ ー の 生年月日 は 今日で は 一 八 〇 九 年 一 月 

十九 日で ある ことが 確かめられて いるが、 

作者 自身 は 自己の 誕生日 を 一八 一一 年と し 

た 手記 を グリズウォルドに 与え、 のちに さ 

らに 一八 一 三年と したので ある。 なお、 こ 

の 物語の 初めの 追憶 的の 部分が 作者の 幼時 

に 学んだ イギリスの スト ーク • ニュ ー イン 

ト ン のブ ラ ン スビィ 博士 の 学校の ことな ど 

を 描いた ものである こと は 有名で あるが、 

全編 を 「半 自伝 的」 の 作と 考える の は 当 を 

得た もので はない。 



(8) これ はもち ろん、 ブラン スビィ 博士の 学校 

寝室な どと 違って、 学生の 寄宿舎 は 学校の 

本館と は 別の 棟に なって いて、 一つ一つの 

室に 小さな 玄関の 間が ついてい るからで あ 

る。 

(9) Herodes Atticus (一 〇 四 ころ— 一 八 〇 こ 

ろ) —— 本名 Tiberius Claudius. ギリシャ 

の アテネの 巿 民であった 富豪。 修辞学 者で 

あつたが、 その 著作 は 今日 残って いない。 

彼の 祖父の 領地 は 反逆の ために 没収され た 

が、 その後 彼の 父の 家で 莫大な 額の 金が 発 



見され、 それ を 所有す る こと を 時の 皇帝に 

許されて たちまち にして 大 財産家と なり、 

彼の 結婚に よ つ て もます ます その 富が 増し 

たという。 彼 は その 私財 を もって 方々 に 劇 

場 や 音楽堂 を 建てたり、 競技場 や 競 走路 を 

つくったり 水道 や 温浴 場 を こさえ たり、 ギ 

リシ ャ 各地の 滅びた 都巿を 復旧 再興 させた 

り、 実に さまざまの 驚くべき 大規模な 公益 

事業 をして いるが、 もって その 富の いかに 

巨大で あ つ たかが 察せられる。 

(お §cart§ —— 三十 二 枚の 札で 二人 だけで やる 



かるた あそび 

骨牌 戯。 

( n ) arrond^es 正しく は フランス語で 

arrondies と 書き (もっとも 英語 化されて 

Eirc-ndie, arondy などと も 書かれる ようで 

ある)、 「円く された」、 「円い」 という 意味 

(邦語で は 「マル 札」 とで も 訳すべき か)。 

すぐ あとに 本文で 説明され ている ように、 

札の 縁が 少し 円味 を 帯びて いるから である。 
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